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NPO法人　留学生と語り合う会(ＲＫＫ) Relationship and Kindness arethe Kings ofPeace

　　　　留学生のニーズとＲＫＫの活動

The needs of international students and RKK゛s activities

最近、

　　RKK理事長深水智明

ベント､各日本語教室の発表

会､外国人支援団体の会議に参加する機会がありまし

た｡留学生主催のイベントでは､留学生への就職活動

の支援団体(公共機関を含む)の参加が前回よりも多

く､留学生のニーズの強さを改めて認識Lました。

　また､各日本語教室の発表会では､参加者からＲＫＫ

の活動プログラムやきめ細かいマッチング等に関心を

いただきました｡ＲＫＫ活動の特徴を第三者の目を通し

て改めて知ることにもなり､考える機会になりました。

　一方､最近とみに外国の人々の日本文化への関心

が高まっており､私共の見学会でも寺院や文化施設等

の見学に留学生が多く参加し､会員の皆様各4zが文

化イベントに留学生を案内されています｡文化交流も

留学生の強い希望と思われます｡本号の留学生の寄

稿には、日本の物語絵を通して日本文化への興味が

示されています。

　このような留学生の＝－ズを汲み取り､それに応える

と共に､ＲＫＫの活動の特徴を白覚し､活動を活性化す

ることによって､会員皆様の喜びも倍増するのではな

いでしようか｡新年度に当たり、これらの視点からＲＫＫ

の活動を見､かつ､個人的活動(日本語指導等)と組織

的活動(日本語勉強のマッチング､グループ活動等)と

の調和･調整を図りつつ、活動の方向を検討したいと

考えます。

お知
●RKK通常総会および懇話会●

　期日:5月６日(水､休日)

　場所:かながわ県民活動センターR301

　時間:総会　　　　13:00-14:00

　　　魂消&懇話会　14:15-ll:00

　懇話会テーマ:留学生事情とRKKへの期待

　　　　　　　　　　　Tomoaki Fukami， Chairman ofRKK

　Recently，lhad some opportunities to attend the event hosted

by intemational students，the presentation of some Japanese

language classes，and the meeting offoreigner's support groups.

At theevent， the number of participation of support groups，

including public organizations，fbrintemational students looking

拓r jobs incrcascd morc than bcforc，which rcminded nlc ofthc

strong nccds of studcnts. l also could rccognizc characteristics

of RKK's activiticsagain through thc cycs of othcrs at thc

prcscntation by participants bcing intcrcstcd in our activity

progTams and careful matchings.

　With thecurrent growing interest in Japanese culture among

forejgners，many intemational students have participatedin our

excursions to temples and cultura】fllci】ities，andour members

have a】sotaken them to culturalevents，lt shows intemational

students strongly hope fbr cultural exchanges. ln the student's

essay of thisnewsletter，interest to japanese culture is shown

through Japanese “monogatari-e" (illustratedtales).

　l think if we grasp and meet the needs of students and

understand characteristicsofRKK's activitiesand activatethem，

cvcrymcmber'sjoywillbedoubled.ln this flscalycar, bascdon

thcsc vicwpoints， wc would likc to look at our activiticsand

considcr our dircction asharmonizing pcrsona]activitics

(tcaching Japancsc， ctc.)with organizational oncs (matchings of

studying Japancse， group activitics，ctc,).

　　　　　　　　　　　　　　　(TranslatedbyAzusaSugita)

ら せ

★

★

★

★

★

★

　●平塚七夕まつりのご案内●

　　　　こiり咄弓かいたなぱたけんぷつた自慢学生と交流会、七夕見物を楽しみましょう

　11｀i:7月４日(土)12:30-16:3Q

　IWi16器i泌;糾(､463-21-75m

　　　Jぷ器笛芯4



皿:留学生との交流:皿

私たちの交流　匹
こっちゆう　　か　　はし日中の懸け橋になりたい

　　　　　　　　　　　　蜃齢　桧扇自笠哭學哭翁痘部福）

　私は渠鯉(キョケン)と申します。出身は中国連車雀

　　　　　　　　　　　　　　つ1　　1｀Lt･ら艶や轟倣んｾﾞいです｡2013年12月、RKKを通じて､石村文鐘先生と

出会いました｡先生との出会いは､私の人生を変えると

言っても過言ではないと思います。

　この一年間は､就職と卒業論文を書くことに直面した

私にとって､とても大切な分岐点だと思います。

さいわ幸いな

いしむらせんせいていねい どううけたまわ

ことは、 石村先生の丁寧なご指導を 承 りまし

　　・ｌｌｌｙ･ｈ個●１　かかたbllinl個個圏‐nn■lぬんｾﾞつたLtき（

た｡エントリーシートの書き方､ビジネスマナー､面接対策

などを教えていただいた上で、日本文化、日本人の慣習

考え方なども伝えていただきました。

　　　　　　　　　　L一うLよ（苓りろんに●んちj弓　劇　先生のおかげで、就職も卒論もjl價�に維わりました。

4&●1弓じょ弓　　　　替いかつによ弓　　　もんだL≒勉強上だけではなく、生活上にどんな問題があっても、

せん･Lsそlt!ん
先生と相談Ｌました。

　　　　　よ　・ｄｌ；ｃ・　　　　　昔&ilLtわま｡L
　いつも良いアドバイスをいただきました。先生は私の

にIIん¦ま¦まおや　　ぞんざい
日本の母親のような存在だと思っています。

　僣ゐせL･りう　　にIIんにんLん菅つ　ふかかん　　　　こん　先生を通じて、日本人の親切さを深く感じています｡今

ごｃぷんｾﾞん廿い　　¦ご9名●a　か　liL
後、自分も先生のような日中の懸け橋になろうと思って、

¦二9名一ろゆlこaち1･らは９き日中友好に力を発揮できれぱと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原文のまま）

4幽一iをｋｔ。霧　　　　起這座右料翼長

　私が担当した中国人留学生･渠娠さんは櫓国大修士

課程を今春卒業し、日本での就職も決まりました。昨年

　かつ　　ねゐ1･11つ畠いＳ ＬＩ‘５１月から1年1ヶ月の間、指導してきました。

　1･aじょ　さいLよl●Salと●畠L9きりが　　　ち●　●●１
　彼女は最初の授業の時､挨拶代わりにとお茶のセット

をプレゼントしてくれました。今時の日本の若者にもない

行為に驚きました｡その後も｢先生とご縁があって良かっ

た｣と言ってくれて、いろいろな心遣いをしてくれました。

私達は課外授業と称しては色々な場所に行ったり食事

をしたりしました。入社前の里帰りに膀われて3j白４日の

ﾄどが賎

大達(彼女の出身大学のある)に旅をしました。私は２

日目に転ぴ怪我をしてしまいましたが病院に付き添って

くれ､かいがいしく私の面倒を見てくれました｡彼女の友

人達からも歓待を受け､彼女の人柄の良さを聞き、自分

　むすa　ll　　　よl　き　　　　　1Jょこ11al●¦の娘が壷められた様な気がＬました｡この旅行でホテル

の一室で共に過ごＬ､食事をしたり、人生について語り合

ったりしてお互いにご縁があった事を感謝しあいました。

そして一層の絆を感じています。

よこはまち　くちゆうごくりゆうがくせいがくゆうかいしんねんかい　さんか
　　゛　｀生″｀“’44に口して

ひょうきちゆうごくりゆうがくせいがくゆうかいしゆさいしんねんかい　がつにちよこはま　　　　　さんか　ゆうこうだんたいなか　　じゆうらい　ま
標記の中国留学生学友会主催の新年会(１月29日／横浜　　ところで､参加した友好団体の中には、従来に増して、

こくだいない　　　　　ゆうこうだんたいひと　　しようたい　　　　　しゆうしょく　　　きぎょう　さんか　め国大内にて)にRKKも友好団体の一つとして招梧され､また、　就職支援団体(企業)の参加が目につきました。ＲＫＫは

しどう　　　りゆうがくせいまね　ふつ　　いわせ　　さんか　　りゆうかくせいとうろくあんないてんじ指導されている留学生の招きで布津さん、岩瀬さんも参加さ　留学生の登録案内を展示しました。　(深水記)

　　　　　さんかしやすうりゆうがくせいゆうこうだんたい　　　さんかしやれました｡参加音数は留学生と友好団体(9団体)の参加者を

あ　　　にん　こ　じょうきょう　　　　　　　がくゆうかい合わせて８０人を超える状況でした。このたびは、学友会

かいちょうこうたい　　きふううしょう　ぜんかいちょう　ようし　　しん会長の交代があり、喬両翔さん(前会長)と楊梓さん(新

かいちょう　あいさつ　　　　わたくしどもぜんかいちょうきょう会長)の挨拶がありました。私共は前会長の喬さんにはこ

　　　　　こうりゆう　しやじもうあ　　　しんかいちょうようれまでの交流への謝辞を申し上げ､また､新会長の楊さんに

　　　　　　　　　　　　　すす　　　こんご　りゆうがくせいしえんはこれからの交流をさらに進めるべく、今後の留学生支援に

ついて意見を伺うことをお願いしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－２
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IrlS二　　　6i。硝石44七ないぷを
　●-a

￥j

ＲＫＫの皆様､いつもお世話になりまして誠にありがと

うございます｡この場をお借りして近況報告をしな

　　　　　　　　おも　で　かＫＫについての思い出を書きたL Q=思います。

がらＲ

　　　　　　　　　ねん　がり　よこ¦ままりilがく　●　わたくしは2012年の4月から横浜に留学しに棄てまも

なく､ＲＫＫの布津さんと出会いました｡布津さんのご紹

介で南浦先生と知り合って、それ以来、定期的に南浦

先生と交流し､いろんな方面でご支援をいただきました。

2013年夏頃以来、就活で忙しくなり､交流は少なくなり

ましたが、当時先生がご指導していたもう一人の留学生

のセツさんと三人でよく食事会をし､いつも楽しく交流しま

した。

　　　　　　　　　　　aいていき●p･｢t-tim●Jlhはに　2013年11月より内定先でアルバイトし始まり、2014

年４月から正式に社会人になりました｡思わぬ上司の引

き立てをいただき､面白い仕事を任せられ、充実で忙し

い毎日を送っています｡あっという開に卒業から一年が

　　　　　　おうてつよこはまこ（りつだいがくだいがくいんそつちゆうごく

　　　　　　王哲横浜国立大学大学院卒（中国）

経って､会社は東京で自分も東京に引越してきたが、い

つも親切にご指導とご支援くださった横浜の方々及び横

浜で過ごした学生生活をよく思い出します。特に

ボランティア精神で留学生支援活動をなさるＲＫＫの皆様

に､尊敬しながら感S割の気持ちが心の中に溢れます。

たL　いまに¦ﾖん　し』:ん　llこ4　名●lご4　かんliい
確かに今日本と自分の母国の中国の関係は

こんなん
困難に

直面していますが､両国関係の改善の原動力はやはり
みんかんひそ

す｡今だからこそ､素直に交流Ｌお互いが民間に潜めます｡今だからこそ､傭童に交訥Ｌお互いが

考えていることを適確に受け取って､また白国の人々に

広げさせることが極めて重要です。会員の皆様方がお

携わっていらっしやる事業はまさにこれに合致しておりま

す｡ＲＫＫの皆様よりいつも善意と暖かさをいただき､こ

ちらで心から感謝申し上lfます｡また、自分も頂いた感

動の輪を少しでも更に広げさせて後悔しない今を送

いと思います。 (原文のまま)

物語絵で感じたこと　　　こい一一。－ぃー、。。
　　　　　　　　　　　　黄琳琳法政大学大学院（中国）

　先日｢ことぱ｣と｢かたち｣をテーマとす

　名園がたlji　てんらんかLs　鼻　1･る物語絵の展覧会を見に行きました。

　　　　　　　　　　　　　か　　じようliLIその物語絵は｢ことぱ｣で描かれた情景

　隻　　　　　lつ・を絵の「かたち｣で写し出していまＬた。

ｉどじたい　　gこ　　　ｉま●IJよaぷ江戸時代から残されている絵巻と屏風

はその時代の独特な視角で､源氏物語や平家物語のよ

うな誰でも知っている話の中に､いくつかの情景を描写

しています｡鮮やかな色彩を用いて作った屏風や水墨を

通して静かな雰囲気を描写した絵巻があります。美術館

　　IIを●　　　　　　もaか赴U t･lflん　ｉｍ・Ｉ●　たLIのサイトには､絵巻や屏風は物語の無限のイメージに対

して具体的な輪郭綸を与えたと書いてありました。

　　　　　　　　　　　　　D1ぴ1　そ1ぞう(うかんかぎ　とはいえ、この輪郭綸は人々の想像空間に限っている

わけではありません｡華やかな色で描写された江戸時代

の｢源氏物語図屏風｣を見た時､絵で写した華麗さは｢言

葉｣で表現しきれなかったのではないかと感じるほどでＬ

　　　　　　　　よ　1　il　そlぞ･5 4ろかんさらひろた｡この感じを読み取った上で､想像の空間が更に広が

り､源氏物語を理解することができるのでＬょう。

　lj●うが（娃いわlzL屯1111fんCもaかたl）11･が　ａ
　留学生の私は元々源氏物語の映画しか見たことがな

　　　　　　　　　屯g11た1ii　み　L●んかんかったのですが。物語絵を見た瞬間に、これは江戸時

代の画家が､源氏物語や平家物語をそういう固面でとら

えたのだと気がつきました。物語と適合する「形」によ

り、作者たちは伝えたかったことを伝えられるのだと感じ

ました。

　　　きら
すら､更

z｡旅
jid

　　　　　　　　　にほんじん　　　わたしヽ物語絵によって、日本人ではない私で

ほんれき

本の歴

し　にんしき
史を認識することができ

ました｡私はますます日

　　　ぶんか　きょうみいだ本の文化に興味を抱き

ました。
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日本語の教え方ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ講話

　　　　　　日本語の教え方

　　　　　　　　　ﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ講習会を開催しました

中･上級レベルの学習者への日本語の教え方を学ぷブラッ

シュアップ講習会を２月14日、22日に開催しました。約

50人の大勢の方が参加され、文法、語彙、読解、文章添削

などの書き言葉の講義を熱心に受けました。訓義時間を増

やして６時間にしたことにより、知っておくと役立つ日本

語の使い方と特徴を濃密に講義して頂くことができまし

た。反面、内容が豊富だった分、時間が足りなかったとの

感想がアンケートに多くみられましたので、次回に向けて

一層の工夫を考えたいと思います。

新入会員の声

ＲＫＫは人材の宝庫！

　【出会い】仕事帰りに立ち寄りたい所と言えぱ、皆さ

んはどんなところでしょうか。“飲み屋やバー？ある

いはフィットネスとか、ケーキ屋さん‥IIとか挙が

りそうですね。そう言う私は戸塚区役所なのです。そ

うとう地味です。ちょっと恥ずかしいので言わなかっ

たのですが、初カミングアウトです。実はここのロビ

ーは広４Ｌて、新築で気持ちが良いので時４本を読ん

で過ごしたりしています。ある時、壁面にずらっと並

んだ区の広報等のチラシの中に宝のような情報を見

つけました。河島先生の『日本語の教え方講習会』で

す。何より授業料が格安〔失礼！〕。「これは出会いだ

な！」と思わずつぷやいていました。

　【“目からうろこ’Iの授業】河島先生の授業は､わかり

やすい！丁寧に選んだ言葉で話きれ、無駄な説明も、

足りない言葉もない、そんな印象をまず持ったもので

す。時折雑談的に話される‘‘留学生との変な会話’Iの

話がまたよいのです。面白くもあり、ほほえましくも

･●．．．

４．７Ｓ●

日本語指導グル一プ岩瀬幅男

　　　　　　　　　　　　　　　西地区小村俊二

ある。教え子に対する思い遣りが感じられるのです。

思い起こすと中学のころの文法の授業は、とても退屈

なものでした。河島先生のような授業に若いころ出会

えていたらな一一。と思い描いたものでした。

　【ＲＫＫの活動を通Lこて】“人種のるつぼ’Iとは時折

言われる言葉ですが、“ＲＫＫは人材のるつぽIIではな

いかと思い始めました。地区ごとの連絡会や中国語の

勉強会、あるいはコンサーﾄ鑑臓など、いくつか参加

させていただくうちにそんな思いを持ちました。海外

で活躍されて豊富な知識を持った方や､音楽や絵画に

造詣の深い方、お年を取っても若々しく、とても素敵

な会話を携えている方､英語で留学生とコミュニケー

ションを取れる方‥・ＥＴＣ。こんな人生の先輩方

と出会える場は貴重なものです。「‘I人材の宝庫I’見つ

けた！」そんな思いを持ちました。これからもこの活

動がいきいきと綾きますように願ってやみません。



皿:ｸﾞﾙｰﾌﾟ活動だより[中m回ｸﾞﾚﾌﾟ]]皿

､/J－ にっちゆうよめしゆうとめせんそうぽっぱつ
日中嫁姑戦争勃発か？

　　　　　　　　　　　　　　総出繩ｸﾞﾙづ篁妬孚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嫁姑戦争勃発です｡ところが､皆様ご心配なく！私達

が強くなったのか、男性が弱くなったせい　　は幸いに片言しかしやべれません。相手の言う事が半

!庭では、お嫁さんの実家の近くに住み、　分も理解できず､何となくうやむやになって､「最後は笑っ

を使いながらなるぺく距離をおいて、遠く　　て纏り」となるのです。

ているのが現状なのです。そんな中、私　　　そんな訳で､皆様の期待を裏切って申し訳ありません

にしたく一年に数回中国に渡り、息子達も　　が我家はいたって平和なのです｡私がΞつ覚えて､二つ

ぴにやってくる様になりました。　　　　　忘れる様な落ちこぽれ生徒であった事が､かえって良かご日本へ遊びにやってくる様になりました。

　およめさんすこ　　かいわ　　　　おも　　も申うもお嫁さんと少しでも会話ができればと思いＲＫＫ中

tじ　ちゆうごくご
冶めた中国語

るのにも何時

　　ちゆうごくご

j息子とは中国語で

　　はなしか話せません。

　　　　　　　いま
ていましたが､今で

　　　　　すこ　　き

名を伝える事ができる様になりました。

しかし､言葉の問題よりも、お互いの国の
ぶんか　りかい
文化を理解す

　　たと　　かの

る事の方がもっと錐Lいという事が解りました｡例えぱ､彼

ﾄぱ祠濡

ったのかもしれません｡これからもiLずつお萱い

霊こぷら£ｶtとれaa､iiai㎞4ゎ6ii、

努力していきたいと思

　　　　　　　いっさいさんか

っています。一歳三ヵ

月になった孫の為に

も、日本と中国、そし

　　せかい　へいわ　つづ

て世界の平和が続き

　　ようこころ　いの
ます様、心より祈って

おります。

王さんの修了式に行ってきました

　よこdiまこ4りりだいか(こ4自いL●かいかかくふ¦噴いえL･lqｾﾞんこl　畠う
　横浜国立大学国際社会科学府経営学専攻の王さん

　　　ねんかゐ111zL　いりLj　にIIんご　4ん磨ょう
は１年間私と一緒に日本語を勉強してきました

が、3月25日に晴れて修了式を迎えまＬた。今年の

卒業生は1656人、大学院修了生

は935人で、教官と家族なども含

　　　ひろ　よこはまぷんかたいいくかん　いっはい
めて広い横浜文化体育館は一杯に

　　　　　　　すずきくにおかくちょう　しきじ
なりました。鈴木邦雄学長は式辞

の中で固定観念にとらわれずに語

らいを大切にしてほしい、留学生に

r
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t=L｀　よこはまこくりつ･L9りそつぼこ　　　11こく　　り
対Ｌて柚浜国立大学卒を誇りとして母国のため尽くし

　　　　　　　　j･包　　　　　　　　　　さいご
てほしいと語りかけられました。最後に

０ｒｃｈ・ｌｔｒｓｒｊんそl　こん曽L9119Lよa一･　　　　ぜんいん
オーケストラ伴奏で混声合唱団とともに全員が

学生歌｢みはるかす｣を歌いました。

こうして今年もRKKで日本語を習

ったり、日本文化を楽しんだ留学

生達が巣立っていきました｡おめで

とうございます。 (村田記)

５－
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4i峠　　　

‥い　　

陽

　さあ旅立とう､それぞれの思い出を胸に　ー∧∴

　　　　　　　ﾌｧﾐﾘｰ交流ｸﾞﾙｰﾌﾞ松井直子
　l。笞dh晶ala謀)、u蔽芯秀1&　がtl“｡゛弓!阿惣;姉

LっL･きい　　ai･alQ･い　こlりiうかLI りまLたこi見ん名1･111･¦ やかむ“囲“の中'
室主催のIMp留学生との交流会が山下公園近<のホテル　恐甦‥y"　゛

Mln¶･｢･りよこliまSこa　　　　15巳Qこ(SいかんliいLe　　　　Z･心が進め｀れましたモントし横浜で行われました。当日は国大の関係者の　　交“11已、。｡ﾀ　　ｰ゜

方４、今回卒業されるIMPの留学生14人．ＲＫＫから1太深

みりに右よllまに　¦¦・･:I　ゝ･｣･､･IJ･¶111 か飽か赴にん水理事長を初めホスト・サプホストの方々8人､留学生

　かか　　た　Ｖ･ｌｕ・¶・ａｐｌｌｌｕｌ　　き･かLg
に闇わった他のポラン予ィアグループからの参加者も

　　　　にんこ　かを1り、あり　蛙LQぎLI おこなあり､30人を超える方４が集まり、盛大に行われました。

　はじめに、新しくﾃﾞｨﾚｸﾀＨこなられたRAND先生

　　一心捺l恥●一
　2年前､若葉がきれいな

頃､横浜に来られた留学生

たちは､さまざまな試練を乗り越え､それぞれの学習課程

　畠　に｢lん　駒も　・むi　きご4を終え、日本での思い出を胸に帰国することになりました。

美味しい料理を頂きながら歓談し、日本での残り少ない

日４に別れを惜しみまＬた｡ＲＫＫからはささやかな

lil'･ISI‘III　Uゆうか(せい　　UiiJ　てわをプレゼl､ﾄが留学生ひとり一人に手渡されました｡国大は

港横浜にふさわしく今後も国際交流に力を入れていくとの

事、私たちの役割も今後増えていくことに希望を抱きなが

ら会場をあとにしまＬた。

　　　　俣仙＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　ぷ胎

ﾚ玉ふふｺ　　　ｋ
ぎ。4,4まれぶごi4

　満開の美しい桜の下で､飲んだり歯べたりする花見は、　してくれました。自己紹介で盛

日本独特の風習とも言われています｡ＲＫＫでは今年も４　　り上がった後､やはり、メイン

月５日(日)こども自然公園(ニ俣川大池)でお花見会が行　　は‥お酒｡お酒の飲める会

われました｡あいにくと花冷えのする寒い日となり、おまけ　　場をめざしてまた移動が始ま

に集合時間の11時頃には本格的な雨になってしまいまし　　りました｡池の近くの東屋を

た｡下見など事前の準備や早朝から場所取り、お弁当作り　見つけ､そこでしばらくお酒類やおつまみを頂きながら思

　　　　　ひ　　　と　く　　　わたし　　　　あきら　　　　　こうりゆうふか　　　　　　　かいとおなどその日のために取り組んできた私たちはこれで諦め　　い思いに交流を深めました｡ＲＫＫという会を通してそれぞ

　　　　　　　　　　　　やがいかつどうCcnter　たてものなか　　　　むす　　　も　　　　　　　しかんながるわけにはいきません｡野外活動センターの建物の中で　　れが結びつきを持っているおだやかな時間が流れました。

食事をとることができるという情報を得て、留学生11人、

ＲＫＫのメンバー19人の大移動が始まりました｡途中の林

道をぬける道では所々に美しい桜や木溺れ日を見る事

が出来､幻想的な雰囲気でした｡幹事

挨拶のあと､みなさんで乾杯をしまし

　　島●ILよi　すＬ　に●s畠　ta弟
た。昼食はお寿司、煮物､描げ物､焼

　1ia s･¦･d ir■it a●1●　Saき鳥､ｻﾗﾀﾞ､フJレーツ､ケーキなど皆

きま　にきん　を　名園ここ&か&igみ様が持参した食べ物が心も体も満た

きいご　かわむら　　¦・●ｄ　名1●　替1●L●　L･恥dl�･●最後に､河村さんのりーﾄﾞで｢小さな世界｣の手話ダンス、

｢幸せなら手をたたこう｣の歌と踊りで楽しく盛り上がりまＬ

た｡一日、流浪の民のようでしたが､行く先

ざきやす　　ち　めぐ　　たの　じかんす々に安らぎの地に恵まれ､楽しい時間を過

　　　　　　　　　　　みなさまありがとごすことができました｡皆様有難うございま

した。「花より団子」とは言いますが､やはり

あたた　ひざ　まんかいさくら暖かな日差しと満開の桜があればさらに

しあわ　きも　　　　　　　らいねん幸せな気持ちになれるでしょう｡来年もみ

　　　　　　あ　　　　　まっいきなさんまた会いましょうね。（松井記）
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　　　　　　　　　　　　　きようけんよこはまこうじょうけんがくき　　　　　　　　　　　　　崎陽軒横浜工場見学記

ご回よ太士ﾔtj穴三汗妬壮晦冨縫7ぶ゛ｏら］

王媛(ワンジｚ)(中国)

　シウマイと弁当の製造過程を実際に見ることができて楽

　　　　　　　　　こ911う　晋つU･曼L･恒LIかん1J　す曹　しかったです。工場の設備と衛生管理は進んでいる。と

　ても印象に残りました。

奥佳捷〔ゴケイショウ〕(中国)

人間に巨大な便利を持ってきたと思う。シウマイも食べ

　　しゃんはい　　　　くら　おおちかた。上海のシウマイと比べて大違いだと思う。

芙佳敏(ゴケイピン)(中国)

　　きようけんよこはまこうじょう　たい　だいいちいんしょう　せいけつ
　　崎陽軒・横浜工場に対して第一印象は清潔です。

　わたしたち　しやいんあんないこうじょうけんがく　　　しうまい
　私たちは社員の案内で工場を見学するとき、シウマイの

　製造過程に注意して見ました。今の食品を製造する技術

　　　　　　　すす　　　　おも　　　いぜん
は、ますます進んでいると思います。以前よ

きょうきゆうりふう　　じゆうぷん　　　　　わたし

　石偉男(セキイタ)(中国)

　　原料の採用、作りの手順､味のおいしさ､全部ほぽ

　　完璧だと思います｡だからこそ､こんなに時代を超えた

　　シウマイは今でも人気があると思いました。

イエ･イウ･タク･ネイザン(香港)

　焼売のエ場を見るのは初めてです。自分はいつも気に

　なっていました。焼売はどうやって工場でつくるのかと。

　もちろん機械でつくるのはわかっていましたが、やはり

　直でみるのは､もっと知ることができました。

　･igiゅi･･･i‾"‾・ム‾‾‾　‾'gL"‾'‾l£Qaiiヽ1･ら　　前川洋幸(ｱﾒﾘｶ)
　1配応諾監ご

=

器r　箆ば次吉昌に;な

鄭翌翌(ﾁ1ﾆﾝな?1ﾝ)(香港)、､。。　　　　　　ができてとてもうれしかったです｡i6i｡もとtもおい

　見学はとても面白です｡そして今ま?!び=こら認心　　uいシウ7ｲｶ《1ぺられてうれしかったです｡崎陽軒と

　いシウマイが食ぺることができまL≒｡1?本語゛)仙・1i　　いう会社はと1:も歴史が砧1な;alだとilいまuた。

　もなりまLた｡ひょうちやんとｼｳﾏｲ娘もかわいいと思　　1iiがあれば､また貧;;に4ってみたいです。

います。

｜’‾・‾・‾’‾’‾

[社会一工場見学Ｇの報告]

！　今回は、工場見学で人気スポットの一つと言われ

ｉ　ている｢崎陽軒横浜工場｣と､通常一般には見学が公

Ｉ　開されてない｢セブン＆アイ伊藤研修センター｣を(株)

ｉ　セブン＆アイHLDGsさんのご好意で見学することが

ｉ　できました。

！　今では横浜名物となったシュウマイの商品開発か

(原文のまま)

ら、人気ブランドとして定着するまでの長い歴史や、！

東京の千佳で「羊華堂」とＬて小売店を開業してから　；

の創業精神や企業理念､発展の歩み、日本の流通シ　Ｉ

ステムを大きく変えてきたグループの革新への取り組　ｉ

みなどを学ぶことができ､感動の多い一日となりまし　；

た。（山口記）　　　　　　　　　　　　！
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　　　ﾚ轡昨呻呻零り9芦99中味ｮり,于ｸT昨ﾀﾞ乃Tf!I!吟１

にほんじん　　こうりゆう

日本人との交流や

日本社会の一面が学べたいい一日でした

　　　　　　　　　　　　よこはまこ(Lりり一L1かくちilごeL&●よａｕｌ・・ｌにち４

アラファトヌルタイ　横浜国立大学(中国新種ウイグル自治区)

　RKK見学会は今回初めてで、午前中は電車とバスの

博物館見学でした｡前日から雨の恐れもあつtこのt£が､ｪ

予想外のいい天気に意まれました。博物館中には東

急電鍍の戦後の電車やバスなどがありました。電車の
9んて･sisllilli･1･　　　　　・il｀･｀dちjl僧いていLe

運転シミュレーターがあり、うまくスピード�整や停車さ

　　　　　　　　　　　　O

tj　でλL仙iんてんたLI肖んＬご１

せることはできなくて、日々の電車運転が大変な仕事だ
なと肌身で感じまＬた。また､昭和年代の駅舎が再現さ

れていて、当時からたくさんの路紬があったことに驚き

ました。最後に、戦後初官民が一体となって闇発した

こ4きんＤこa●　　　　　dlんもS　Illlllklli¶
国産飛行機YS-11なるとの本物のクックピットもありまし

た。貴重な機会で機長を体験させてもらって、本物の

11ill11　　　　　　嗇ぷん

パイロットになったかのような気分になりました。

　昼食を挟んで午後はNEXCO中日本のコミュニケーシ
ョン･プラザ川崎を見学しました｡ここでは1963年にコミ

ュニケーションに東名高速道路ができてから今までの歴

史やその取り組みを紹介させてもらいました｡高速道路

　登りｇ　かんIJ　よう曹　di●f晶ｍｌ　ｌ●ｌｌ　きいlfん
を設備や管理の様子をジオラマでリアルに再現していま

　　かんなLl　　y5愚かゐせいl。。t。、　･Llllm●｢●

す｡館内にある道路管制センターで､B00台のカメうや

自’

‐

・

‐

・

－

車両検知器の設備で集められた情報を分析し､道路

状況を把握しているようです｡彼らは常に安全･安心で

道路を使ってもらうために､彼らは365日24時間体制で

監視･管理しているそうです｡また､屋上からはIC入口

が見られるほかに､天気がいい日にはスカイツリーが見

られてとても楽しいです｡今回は日本人との交流や知ら

ない日本社会の一面が学べたとてもいい一日でした。

〔原文のまま〕

昼食も楽しい

[RKK社会一工場見学Ｇの報告]

　今回は、日常何気なく利用している電車やバ

スの仕組みや､運行管理システムを東急電鉄の

博物館で､また､24時間365日休むことな<続け

られている高速道路のメンテナンスや安全管理

について､その中枢であるNEXCO川崎の管理

センターを見学しました｡見学当日の加、東急

田園都市鏃が夜間工事の遅れで遅延し､主催

者が遅刻するハプニングに会ったのは伺かの

因縁でしょうか。（山口記）

皿 ■ ㎜ ■
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巨万万万‾ﾏ‾回

　◇3/21午後､サポートセンターR604にて22人のス

　　タッフの参加のもと､2014年度第４回スタッフミー

　　ティングが行われ､恒例の活動グルーブ､地区交

　　流会､委員会それぞれからC&C(報告･連絡そして

　　相談)を実施した｡またディスカッションタイムは、

　　｢2014年度を振り返って｣をテーマに皆さんから

　　色々なご報告､ご感想､ご意見がありました。

匯縦縞

　◇東地区:3/15に川崎市民活動支援センターで交流

　　会および歓迎会を10人の参加のもと実施。

　◇西地区:2/¦に年４回の交流会をフレンズ戸塚で実

　　施｡13人が参加｡4/19には10人が参加。

　◇南地区:3/22に中区民活動支援センターにて地区

　　交流会実施｡参加人員７人

　◇北地区:3/14に７人の参加のもと地区交流会を実

　　施｡3/15国際研修センター｢閉館式｣に参加。

　◇中央地区:2/28 KANFAN Station で留学生をまじ

　　えて８人の参加のもと地区交流会を実施。

　◇湘南地区:3/14藤沢青少年会館にて交流会を実

　　施｡９人が参加。

ヽ

ﾄど祠慨

一面ヲ

　◇日本語指導G:2月の日本語の教え方プラッシュア

　　ップ講習会全２回は51大が受講し大盛況。

　◇ファミリー交流G:2/2aに横国大IMPのお別れ会に

　　RKKから８大が参加｡4/5お花見会総勢30大番

　　加。

　◇中国語学習G:2月から新たな掘に入り、15大のメ

　　ンバーが受講。

　◇社会一工場見学G:3/4電車とバスの博物館･

　　NEXCO見学は26大が参加。

蘇面

　◇会員委員会:3/21マッチング検討会を実施。

　◇広報委員会:RKKニュース59号の編集｡ホームペ

　　ージは適時更新。

　◇企画委員会:夢フフンド｀､寄附、賛助会員入会の推

　　進。

　◇会計委員会:収支決算･事業計画予算作成。

　◇事務室:スタッフミー于ィング､総会開催準備､事業

　　計画･議案書作成。

神奈川県国際研修センター閉館

　神楽jll県国際研修センターは､2{}15年３月に28年

の歴史を維えることになり３月15日(日)、県担当

部、運営受託のJ()CA関係者、県議員、大学、地元団

体､学生支援ボランティア団体及び在住留学生多数の

出席のもと、閉館式が行われました。

　長年にわたり、神奈jll県招聘の海外技術研修員だ

けでも600人近く、さらにその数倍の私費留学生に

快適で安価な住まいを橿供して来たことは、神楽jll

県の素賄らしい国際交流事業でした。

　RKKとしては、12年前から約80人の研修員・留

学生と日本語サポートを中心に交流してきました。

今後、研修員招聘事業は継続されるとのこと、又研

修センターの建物もこれまでと異なる棒組みで

の留学生用施設として使われる可能性があると

のことで、その成り行きに期待したいと思いま

す。　　　　　　（岩永記）
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　　　･2010年度から、2014年度までの日本語指導状丿配の推移を図示しました。
　　　［

･人数等は､すぺて延べで数えた数です。　　　　　　〔矢野　i!〕

］

Student数・指導会員数・マッチング数の推移

へ々E昼 2010 2011 2012 2013 2014
ＳＴＵＤＥＮＴ数

56 74 98 135 141

指導会員数 39 50 53 66 78
マッチング数 32 50 63 75 60
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平均指導人数の推移

年度

ＺＯ１２

　年度　　2010　2011　2012　2013　2014

平賤導入数　　1,44　　1,48　　1.85　　2,05　　1,81

レ

２０１３

人数

2.20

2.(X)

1.80

1.a)

1.40

1.20

２０１４

□STUDENT数

■才旨1刄会員奔々

■マッチング黍ﾀ

2010

平均指導人数の推移

2011 　　2012

年度

・STUDENT数、指導会員数は前年度より増加傾向にあります。

・一方、マッチング数、平均指導人数はー昨年度の水準に戻ったようです。

・現在、待機中の指導会員は前年度より増えており、活発な指導が可能な態勢です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(矢野記)
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ﾄﾋﾟ緋晟
日本語教室事例発表会で

　　　　　ポスター発表しました

　横浜市･地域日本語教室事例発表会(主催;横浜市

政策局､実施:椙浜市国際交流協会-YOKE)が2015年

２月１日(日)に行われ､発表５団体のーつとして発表

しました｡70人の参加者があり、RKKからは発表者３

人､深水理事長ほかの計５人が参加しました。

　発表会の中心となるポスター発表ではI'留学生II、

II語り合うIIの説明を中心にして1対1の対話形式、数

年に亘る継続対話､マッチングヘの配慮､会員の日本

語能力向上を補助する講習会と留学生スピーチ大会、

３つの活動グループによる軸広い遠視活動の紹介等を

行いました｡ポスターを前にしての多くの質問と意見交

換では､まわりの留学生たちに紹介したい、自己啓発

できている点が素晴らしいなど声があり、RKKの魅力

を再認識させられました。

　基調講演(嶋田和子氏)での多文化共生｢共に歩む｣

の考えや全体ディスカッションでの日本語教室の多様

性の再認識など､RKKにとって貴重な情報を得ること

が出来ました。

　今後も情報発信を積極的に行っていきたいと思いま

す。　　　　　　　　　　（岩瀬記）

　留学生の皆さんへ/For lnternational Students －

RKKは下記の日本語指導（Japanese Language Tutoring）を行っています。

　　　　　　　　　　　　　　　にliんごこじんＬどｌ　う　　　　　　ボランティアの日本語個人指導を受けてみませんか！

一日常会話（Dslly Colversallol）　・ビジネス会話（Blslness Converutlon）

・卒論、レポートの文書指導（Wriiln寫Japlnese Thesis ＆Report）

・新聞／書籍等の読解（Readlnl Newspaper ＆Books）

　　¦まか　こ弓しょ弓liゐがく　L●かいたい11ん
その他に、工場見学／社会体験

　　詳しくは、HomePage（Websile）

　　連絡先（C（lnlacl）津田（tsuda）

iiiと。ii以ぶi。iktい・す

ij蘇二i祠匯函を参照してください。
e-mail:sakura_tudakei＠ybb.nejp

I‾'･'よろしくお願いします　　ｰ･-‥-‥-‥-･-‥-‥-‥-‥-･-･-‥-‥-‥-‥-‥-，

Ｉ ㎜ -

　　　　　　　　新入正会員のみなさまへ：よろしくお願いします！

入会正会員：池田寛子〔戸塚区〕、村瀬武弘（逗子市）、真坂薫（相模原市）、西脇誠五郎（神奈川区）、

　　　　　　三羽成子（逗子市）、増田貴之（東京都）、宮地明男（港北区）、小林才子（旭区）

　　　　　　賛助会員のみなさまへ：ご支援ありがとうございます。

賛助会員：　斎一興二、銘木輝夫、深田昌子、小久保佐恵子、杉田あずさ、銘木一重（敬称略）

一 -



一一一一一一一一一一一一一一一

八

≒に詰い冒
！　ホームページは随時更新しており、「会員の広場」もｉ

！開設致しました･　　　　　　　　　　　　　ｉ

！　「金員のひろぱ」を通じて留学生に対する支援、交ｉ

日直体験の他、コンサート、映画、絵画など趣味の情報ｉ

！交換にUI』用できます。　　　　　　　　　　ｉ

！　掲載希望の会員はメッセージをRKK広報委員会スタｉ

！ッフにお知らせください。　　　　　　　　　　ｉ

！　投稿先アドレス:sugita1526@ybb.na.jp　　　i

！　掲戴ホームページ　　　　　　　　　　　　i

i　　　http//h､mapage3.nifty.col/rkk/　　　　　i

　広報委員会では皆様からの広場への寄稿をお待ち

しております。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報委員会

-・-一一

嗇風葬鵡卵

戸

I　RKKの活動に興味をお持ちの方はホームペー

｜ジをご覧ください。

ｉ　入会申込書はホームページ｢入会案内｣から

ｉダウン゜－ﾄﾞできます．

ｉ　詳しくは､HomePage(WebSitc)RKKNPOで

ｌ検索をお願いします。

ｉ　　　ご寄付のお礼

｜　この度下記の皆様からRKKにご寄付をいた

｜だきました。

｜　心より感謝申し上げますと共に、留学生支

｜援活動に有効に活用させていただきます。

ｉ　　　松本治子様　　杉田慶子様

よこは官屏ファンド⑩ご察[内

　　　　　　　　　　　・１にん　liめろj1411い　1･包　あ　i･い
　　　　　　　　NPO法人　留学生と語り合う会

　達　絡　先:〒245－0008横浜市泉区弥生台9-1-12-407萩原　敦

　Ｅ　メ　ー　ル:rkk1025o匝ce邱vahoo.co.io　Tel＆filx 045-8】3-8327

　ホームページ:httn:池ollx。s3.niftv.co�rkk/

Friendship Associalion forlnlernationalSludents and Japanesevolunleers

　　　RKKニュース編集:RKK広報委員会春号担当杉田慶子April 23,2015
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